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( 1 )

① 与 式 = 一点
② 与 式 = 2 x t 6 y - 5 xt 4 y

=
- 3 x t 1 om
～

③ 5 式 =

15 acbxbz

3 ab 3

= 5 a
～

④ 5 式
=

3 √ 3- 2 √3
*: ☆=⑪×☆☆=

=恐

( 2) 与 式 = ( x - 3m

2
.

( 1 )

ァ ; 平 均値 は 箱 ひげ 国 に □ や X で 表示 される

が 記載 がないため 各教科 の 平均 点 は

分 からない ⇒ 誤 り
m

イ : 国語の 最底 点 は 30 点 より 大 き①
数学 の 最底 点 は 20 点

英語 の最底 点 は 20 点 より 大 きい 。



したがて 1 人 の 生徒 が 全 て 最底点 だったと

しても 30 ← 20 + 20 = 70 点 より 大 きい
。

よって 正しい
～

ウ
, 00000ooo ,
00000の ータ↑ ↑

第 1 四分位数 中央値
第 3四分位数

国語 : 60点以上
25 人 の 生徒 のデ ー タで

第 1 四分位数 : 6 番 目 と 7番目 の平均 値

中 央 値 : 13 番 目 の 値

第 3 四分 位数 : 19番目 と 20 番 目 の 平均値
。

国語 の 中 央 値 は 60 点 以上 のため 少 なくとも
13 人 は 60 点 以 上 である

。
よって 誤 り

m

ェ :の
①

0000000000 000000位

データ

世染↑ ↑
第 1 四分位数 第 3四分位数

中央値 “

英語 : 80 点 以上

英語 の 第 3 四分位数 は 80 点以上 であるため

少 なくもも 6 人 は 80 点 以 上 である 。よて 正 しい
mm

以上 より 答 えは 元



(2 ) 25 2 を 素 因数分解 すると

252 = 22 × 32 × 7

ある 自然数 の 2 乗 ⇒ ①
2
× O

2

λ ロ
2

人 …

= (O × O × ロ X … )
2

となれば 良 い

= 2

× 3 ~ x 7
より n = 17 であれば

n

2
×

32 x 7
= 20 × 32 = ( 2 × 3 )

s となる
。

7

よて , n = 7
～

( 3 ) xz t 3 ax t a
-
7 = 0 に a = - 1 を 代入 して

xt 3 × E 1 ) x t ( -)
∠

- 7 = 0

∴ .
x

- 3 x = 0- 6

x - 3 x は 因数分解 できないので解 の6

公式 より

x= -

( -3 ) エ V ( -3 ) - 4 × 1 × - 6 )

2

煕



( 4 ) 箱 の 数 を x 個 とする

19 固 の 箱 にチョコレ ー トを 30 個 ずっ 入 れた

ところ 229 個 あまったのでチョコレ ー トの総数は
30 x + 22

また
。 1 個 の 箱 にチョコレ ー トを 35 個 ずっ 入 れた

ところ
,
最後 の 箱 は 32 個 になったので

、
チョコ

レ ー トの 総数 は
35 ( x - 1 ) t 33
mmm

x - 1 固 の 箱 に 35 個入 れた 。

よて

30 x + 22 = 35 (x - 1 ) t 32

30x t 22 = 35 x - 35 + 32

- 5 x =
- 25

x = 5

よって
組
の 数 は 5 個人

3
.

( ) 2 人 がさいころを 投 げたとき, 出 る 目 の 場合 の

数 は 6 × 6 = 36 通 り

太郎 が ① にいるとき

太郎 が 1
,

花子 が 6 を 出 せば 良 い

⇒ 1 通 り

太郎 が ② にいるとき

太郎 が 2
, 花子 が 5 を 出 せば 良 い

⇒ 1
通

りり



同様 に 太郎 が ③
,

④
.
⑤ . 回 にるとき

それぞれ 1 通
り

よって 。 太郎 と 花子 が 同 じ 段 にる 場合 の 数 は
全部 で 6 通 り

。 したがって 求 める確率 は

点36
(2 ) 太郎 のさ = 3 の 目

, 花子 の ± " = 3 の 目 と 書く)

ことにする 。

太郎が ① にいるとき ⇒ ( 1 , 4 )

太郎 が ② にいるとき ⇒ ( 2 ,
3 )

太郎 が ③ にるとき ⇒ ( 3 , 2
) ,

(
3 ,

6
) ～
m

( 3 ,
6
) ⇒ 太郎 が 3 . 花子 が 6 の 目 を 出 したとき

、

太郎
花子 *

* )る段離れている

太郎が ④ にいるとき ⇒ ( 4 , 1 )
,

( 4
,

5 )
.

太郎 が ⑤ にいるとき ⇒ (5
,
4 )

太郎 が ⑥ にいるとき ⇒ ( 6
,
3 )



よって 太郎 と 花子 が 2段離れている 場合 の 数は
8 通 り 。 したがって 求 める確率 は

話0 き
( 3) 3 段以上離れている 場合 の 数

全体 ( 同 じ 段 + 1 段離れ + 2段離れ )=

1 段離 れているとき
太郎 が ① にいるとき ⇒ ( 1

,
5 )

太郎が ② にいるとき ⇒ (2
,
4 )

,
( 2 , 6 )

太郎 が ③ にいるとき ⇒ ( 3
,

3 )
,

( 3
,

5 )

太郎 が ④ にるとき ⇒ ( 4, 2 )
,
( 4 ,

4 )

太郎 が ⑤ にいるとき ⇒ ( 5 ,
1 )
,
( 5

,
3 )

太郎 が ⑥ にいるとき ⇒ ( 6
,

2 )

よって 10通り

( )
。
( 2 ) より

3 段以上離 れてる = 36 - ( 6 t 10 + 8 )
～ ～ mm

全体 同 じ段 し 段差 2段差

= 12 通 り

よって , 求 める確率 は

号量 =土



4
.

( ) ①
OA

,

OB は 半径 なので
OA = 0 B

⇒ 点 O は A B の 中 点

また OP / B C なので
. 中点連結定理 より

10
T

r . OD = IBC

ー
" ー = I × 10

= 5 cm
mm

②

OABC と OPOA に

おいて

半円 の 弓弧 に 対 する

円周角だから ～～
LACB = ～一の

直線( は 点 A における
0 ⑩

円 ① の 接続 だから

∠ PAO = 900 - ②

①
,
② より

∠ ACB = LPAO ー③



平行線の 同位角 は 等しから
∠ ABC =∠ POA -
②～ ～

③
.
④ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
m

OABC ∞ OPOA ( 証明終わり )

(2 )

LPAO = 900

∠ AOP = 60 より
\

OPAO で
'30. ワ

^

LOPA = 300

3 \ よ 。
て
, OPAO は 30- 60-

ワ 90 ”

の 直角三角形 なので
、

1 AO : OP : PA = 1 : 2 :3
～

7

: ∴ 0 = 14 cm

PA = 7√3
.

cm

OE は 円 の 半径 なので O E = 7 cm よって

EP = OP - OE
= 14 - 7

= 17 cm

OPAO C O PAE において , それぞれ 底辺を
OP . EPとすると高 さが等 しの

2 つの三角形 の 面積 比 は 底辺比 と 等 しいい



OPAO = Ix 7 ×
7√3

=警cm

なので

警
: OPAE = 14 :7

= 2 : 1

2

: 20PAE= 望 ⇒ OPAE=m

ら
.

( ) m = y = ax が 点 B ( 6 , 6 ) を 通 るので

6 = ax62 ⇒ 36 a = 6 ⇒

なのグラフより A の 値が

iM 」= " " l " zi^

'τ《} 大 きいほどグラフの 開 き

具合 は 狭 くなる

> x



ー@が大きくなa が 小 さくなる

y.
よ 。

て
A

が 大 きくなると , 点 P は 点 C の 方 に 動mmn
mmmm

G が 小 さくなる 2 , 点 P は 点 B の 方 に 動
/～

～～ よ a = 5 s なわち y = x ε直線 oB :yx

の 交 点 は

{ Y
= Bxz

⇒ Bx = x ⇐ x = 3 x

Y = x

よって

x (x- 3 ) = 0 : . x = 0
,
3

点 P は 点 θ と 異 なる 点 なので 点 P の x 座標 は 3

である 。
Y = x より y = 3

.

: P ( 3 , 3 )

よって 。 点 P は
線分 CD 上 にある
～

以上 より 答えはオ



(2 )

直線 OB は 変化 しない
0 ので σ の 点 は 固定

① 0 である ( 7 個 )
①

0 ⑨ 邰 残 り 5 個 の 点 が条件

0 ⑨ を満 たすような直線
を 考える

① 邰

0

0

① のとき , σ がちょうど 5 個 になるので条件を満たす
このときの 傾 きは ③ である 。

次 に
,
② のとき

,

θ が

⑨ 6個 となるため
、
条件 を

の O 満 たさない 。 このときの

∞ 0傾きは B である
。

0 00 したがって 負きが
O ① ⑤ より 大 きく ③ 以下 で

0

あれば
,
σ はちょうど

0
5 個 になる

よて 。 求 める 範囲 は ⑤ b.
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( )

D

⇒

改
1

4
\

ー
2

4

ー
ュー

4

1

B 7
a

C

BC = CD = 6 cm BP : PC = CQ : QD = 2 : 1 より

BP = CQ = 4 cm
,
PC = QD = 2 cm である

。

また
, 点 D から 辺 BC に 垂線 をひた足を E とする

。

OCPQ E OCED におい

共通な 角 は 等 しいので
∠QCP = LDCE 一の

①

辺 の 比 より

CQ : CD = 4 : 6

= 2 : 3 ー ②

CP : CE = 2 : 3 ー ③

①
.

②
.
③ より 2組 の 辺 の 比 とその 間 の 角 がそれぞれ

等 しいので



OCPQSOCED

よって

LQPC = LEDC = 90
"

したがて 0 CPQ は 直角 三角形 である
～@

(2 )

①
A 点 A から 辺 CD に 垂線 を

こ 下 ろした 足 を F とする 。

300

6 OACF は 30- 60- 90 の

直角 三 角形 なので
CF : AC = 1 : 2BAF

. よYI"AF = 3 √ 3cmm

OAF Q で 三平方 の 定理 より

AQ = √ 3B) t 12 = √27+ー

) = Ʃ8 =2
=
2 √cm
～



② A A:

T :

n 衫
1

⑦ H Qr
H 7 議

)
⇒ 議

P
\

Q同同
p

AP を 軸 として O APQ を 1 回転 させると
,
上国 の

ょうに 円 すが 2 つ 合 わさった 立体 となる

点 Q から 辺 AP に 垂線 を 下 ろした 点 を H とする

また
。 点 A から辺 PQ に 垂線 を 下 ろした 点 を G とする

O APQ は AP = AQ = 2√7 cm より = 等辺三角形
なので 点 G は 辺 PQ の 中点 である

( 1 ) より OCPQ は 30 - 60 - 90 "

の 直角 三角形なので
PQ = 23 cm ⇒ PG =√3 cm

OAPG で 三平方 の 定理 より

AG = Va)-) "
2

√28-

= 5
= 25

よ。
て

。

σ APQ の 面積 を 2通 りで 表 すと

I × 2√ 3 × 5 = 上 ×2万 × QH



: .2NG QH = 10√
3

QH
5

=⑤I1

A: よって 求 める 体積 は

議 QHPXTV YAHYIT QH ' X πXPHL
0 H Q

= QHEXV × す , LAHT PH )

= QH
'

Y TL ← B AP

p
= 5) ×π× B × 2r

:2 π× B 1 河""
=πn


